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デカブロモジフェニルエーテル（ＰＢＤＥ#209）（CAS no. 1163-19-5） 

 

文献信頼性評価結果 

 

 
○：既存知見から示唆された作用 

－：既存知見から示唆されなかった作用 

*その他：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用等 

 

デカブロモジフェニルエーテルの内分泌かく乱作用に関連する報告として、動物試験において、

エストロゲン様作用、抗エストロゲン様作用、抗アンドロゲン様作用、甲状腺ホルモン様作用、抗

甲状腺ホルモン様作用及び視床下部－下垂体－甲状腺軸への作用を示すこと、試験管内試験の報告

において、抗甲状腺ホルモン様作用を示すことが示唆された。 

 

(１)生態影響 

 Qin ら(2010)によって、デカブロモジフェニルエーテル 0.001、0.01、0.1、１μg/L(設定濃度)に

ステージ 46～47からステージ 62までばく露したアフリカツメガエル(Xenopus laevis)への影響

が検討されている。その結果として、0.01μg/L以上のばく露区で尾組織中甲状腺ホルモン受容

体 β mRNA相対発現量の低値、0.1μg/L以上のばく露区で甲状腺上皮厚の高値が認められた。 

想定される作用メカニズム：抗甲状腺ホルモン様作用、視床下部―下垂体―甲状腺軸への作

用 

 Li ら(2011)によって、デカブロモジフェニルエーテル 0.01、0.1、１、10μg/L(設定濃度)に３ヶ

月齢から 21日間ばく露した雌雄レアミノー(Gobiocypris rarus)成熟魚への影響が検討されてい

る。その結果として、0.01μg/L以上のばく露区で雄肝臓中甲状腺ホルモン受容体 α(tra) mRNA

相対発現量、雌肝臓中甲状腺トランスサイレチン α (ttr) mRNA相対発現量、雌肝臓中ヨウ化ナ

トリウムシンポータ(nis) mRNA相対発現量の高値、0.01、0.1、10μg/Lのばく露区で雄肝臓中

ヨウ化ナトリウムシンポータ(nis) mRNA相対発現量の高値、0.01及び 0.1μg/Lのばく露区で雄

肝臓体指数、雌肝臓中 II型デイオナーゼ(dio2) mRNA相対発現量の高値、0.01μg/Lのばく露区

で雌肝臓中甲状腺ホルモン受容体 α (tra) mRNA相対発現量の高値、0.1μg/L以上のばく露区で

雄脳中ヨウ化ナトリウムシンポータ(nis) mRNA相対発現量、雌肝臓体指数の低値、0.1μg/Lの

ばく露区で雄肝臓中 II型デイオナーゼ(dio2) mRNA相対発現量の高値、雄精巣中精子形成関連

遺伝子(精巣特異的アポトーシス遺伝子 spata4 及び spata17) mRNA 相対発現量の高値(10μg/L

のばく露区では有意な低値)、1μg/L以上のばく露区で雌脳中 II型デイオナーゼ(dio2) mRNA相

対発現量、雌脳中ヨウ化ナトリウムシンポータ(nis) mRNA相対発現量の低値、10μg/Lのばく

露区で雌体長、雌生殖腺体指数の低値が認められた。 

また、デカブロモジフェニルエーテル 0.01、0.1、１、10μg/L(設定濃度)に孵化３日後から 21

日間ばく露した雌雄レアミノー(Gobiocypris rarus)幼生への影響が検討されている。その結果と

して、１μg/L 以上のばく露区で全身中ヨウ化ナトリウムシンポータ(nis) mRNA 相対発現量の
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高値、10μg/Lのばく露区で全身中 I型デイオナーゼ(dio2) mRNA相対発現量の高値が認められ

た。 

想定される作用メカニズム：抗甲状腺ホルモン様作用 

 He ら(2011)によって、デカブロモジフェニルエーテル 0.001、0.01、0.1、１μM(=0.959、9.59、

95.9、959μg/L、設定濃度)に受精後８時間胚から 150 日間ばく露したゼブラフィッシュ(Danio 

rerio)への影響が検討されている。その結果として、0.001μM(=0.959μg/L)以上のばく露区で F0

雌の生殖腺体指数、F0雄の運動性精子率、直進運動性精子率、ミトコンドリア膜電位を維持す

る精子率の低値、0.01μM(=9.59μg/L)以上のばく露区で F0雌の肥満度の高値、F0雄の精巣絶対

重量、精巣中精子密度の低値、F1(卵)の孵化率(受精 48時間後)の低値、0.01μM(=9.59μg/L)のば

く露区で F1(卵)の受精率の低値、0.1μM(=95.9μg/L)以上のばく露区で F1(5日齢稚魚)の自由遊泳

速度(明条件)の低値、１μM(=959μg/L)のばく露区で F0雄の生殖腺体指数、F1(5 日齢稚魚)の自

由遊泳速度(暗条件)の低値、F0雄の肥満度の高値が認められた。 

想定される作用メカニズム：エストロゲン様作用、抗エストロゲン様作用、抗アンドロゲン

様作用 

 Chen ら(2012)によって、デカブロモジフェニルエーテル 80、380、1,920μg/L(設定濃度)に受精

後 2時間未満胚から 14日間ばく露したゼブラフィッシュ(Danio rerio)への影響(全身での濃度、

発現量)が検討されている。その結果として、80μg/L以上のばく露区でトランスサイレチン TTR 

mRNA 相対発現量の低値、トリヨードサイロニン/サイロキシン濃度比、甲状腺刺激ホルモン

TSHβ mRNA相対発現量、甲状腺発達関連蛋白質 NKX 2.2 mRNA 相対発現量、サイログロブリ

ン TG mRNA相対発現量、甲状腺受容体 TRα mRNA相対発現量、甲状腺受容体 TRβ mRNA相

対発現量の高値、380μg/L以上のばく露区でトランスサイレチン相対発現量の低値、トリヨー

ドサイロニン濃度、サイログロブリン相対発現量、甲状腺発達関連蛋白質 PAX8 mRNA相対発

現量の高値、1,920μg/L のばく露区で生存率、体重、サイロキシン濃度、肝臓ウリジンジホス

ホグルクロニルトランスフェラーゼ UGT1 mRNA 相対発現量の低値、コルチコトロピン放出

ホルモン CRH mRNA相対発現量、ヨウ素輸送関連蛋白質 Nis mRNA相対発現量、デイオナー

ゼ Dio1 mRNA相対発現量、デイオナーゼ Dio2 mRNA相対発現量の高値が認められた。 

想定される作用メカニズム：甲状腺ホルモン様作用、抗甲状腺ホルモン様作用、視床下部―

下垂体―甲状腺軸への作用 

 

(２)甲状腺影響 

 Kim ら(2009)によって、デカブロモジフェニルエーテル 5、40、320mg/kg/dayを妊娠６日目か

ら 13日間経口投与した SDラットへの影響が検討されている。その結果として、42日齢雄仔

動物において、40mg/kg/day 以上のばく露群で甲状腺絶対及び相対重量の高値、40mg/kg/day

のばく露群で副腎絶対及び相対重量の低値、320mg/kg/day のばく露群で増加体重の低値、血

清中甲状腺刺激ホルモン濃度の高値が認められた。また、42 日齢雌仔動物において、５

mg/kg/day のばく露群で血清中 17β-エストラジオール濃度の低値、40mg/kg/day 以上のばく露

群で副腎絶対及び相対重量の低値、320mg/kg/dayのばく露群で子宮絶対及び相対重量の低値、

血清中サイロキシン濃度の低値、血清中甲状腺刺激ホルモン濃度の高値が認められた。 

想定される作用メカニズム：抗甲状腺ホルモン様作用、視床下部―下垂体―甲状腺軸への作

用 

 Leeら(2010)によって、デカブロモジフェニルエーテル 100、300、600mg/kg/dayを、10日齢か

ら 42 日齢まで経口投与した雄 SD ラットへの影響が検討されている。その結果として、
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100mg/kg/day 以上のばく露群で血清中トリヨードサイロニン濃度の低値、300mg/kg/day 以上

のばく露群で血清中甲状腺刺激ホルモン濃度の高値、肝臓絶対及び相対重量の高値、

300mg/kg/day のばく露群で腹側前立腺絶対重量の低値、600mg/kg/day のばく露群で甲状腺絶

対及び相対重量の高値、副腎絶対及び相対重量の高値が認められた。 

想定される作用メカニズム：視床下部―下垂体―甲状腺軸への作用 

 Tseng ら(2008)によって、デカブロモジフェニルエーテル 10、100、500、1,500mg/kg/day を妊

娠０日目から 18日間経口投与したCD-1マウスへの影響が検討されている。その結果として、

10、100 及び 1,500mg/kg/day のばく露群で 71 日齢雄仔動物血清中トリヨードサイロニン濃度

の低値、1,500mg/kg/dayのばく露群で 71日齢雄仔動物肝臓中 EROD活性の高値が認められた

が、母動物体重、妊娠期間、１及び４日齢生存仔動物数、新生仔体重、雌雄離乳仔体重、新

生仔の耳介展開日、新生仔の毛生日、新生仔の切歯萌出日、新生仔の毛生日、新生仔の眼瞼

開裂日、新生仔の外耳道開口日、71日齢雄仔動物血清中サイロキシン濃度及び 71日齢雄仔動

物肝臓中 UDGPT 活性には影響は認められなかった。 

想定される作用メカニズム：視床下部―下垂体―甲状腺軸への作用 

 

(３)抗甲状腺ホルモン作用 

 Xiong ら(2012)によって、デカブロモジフェニルエーテル１、10、100、1,000pM(=0.000959、

0.00959、0.0959、0.959μg/L)の濃度に 24 時間ばく露したアフリカミドリザル腎臓繊維芽細胞

CV-1 (ヒト甲状腺ホルモン受容体 TRβ1 を発現)によるレポーターアッセイ(甲状腺ホルモン応

答性レポーター遺伝子導入細胞を用いたルシフェラーゼ発現誘導)が検討されている。その結

果として、デカブロモジフェニルエーテルは、10pM(=0.00959μg/L)以上の濃度でトリヨードサ

イロニン 100nM によるルシフェラーゼ発現誘導を阻害した。 

また、デカブロモジフェニルエーテル 100pM(=0.0959μg/L)の濃度に 17日間ばく露したWistar

ラット新生仔小脳プルキンエ初代培養細胞への影響が検討されている。その結果として、デカ

ブロモジフェニルエーテルは、トリヨードサイロニン 10nM による樹状突起伸長を阻害した。 

 Ibhazehiebo ら(2011)によって、デカブロモジフェニルエーテル 0.01、0.1、１、10、100、

1,000pM(=0.00000959、0.0000959、0.000959、0.00959、0.0959、0.959μg/L)の濃度に 24 時間ば

く露したアフリカミドリザル腎臓繊維芽細胞 CV-1 (ヒト甲状腺ホルモン受容体 TRα1 を発現)

によるレポーターアッセイ(甲状腺ホルモン応答性レポーター遺伝子導入細胞を用いたルシフ

ェラーゼ発現誘導)が検討されている。その結果として、デカブロモジフェニルエーテルは、

10pM(=0.00959μg/L)以上の濃度でトリヨードサイロニン 100nM によるルシフェラーゼ発現誘

導を阻害した。 

また、デカブロモジフェニルエーテル 0.01、0.1、１、10、100、1,000pM(=0.00000959、0.0000959、

0.000959、0.00959、0.0959、0.959μg/L)の濃度に 24時間ばく露したアフリカミドリザル腎臓繊

維芽細胞 CV-1 (ヒト甲状腺ホルモン受容体 TRβ1 を発現)によるレポーターアッセイ(甲状腺ホ

ルモン応答性レポーター遺伝子導入細胞を用いたルシフェラーゼ発現誘導)が検討されている。

その結果として、デカブロモジフェニルエーテルは、10pM(=0.00959μg/L)以上の濃度でトリヨ

ードサイロニン 100nM によるルシフェラーゼ発現誘導を阻害した。 

また、デカブロモジフェニルエーテル 100pM(=0.0959μg/L)の濃度に 17日間ばく露したWistar

ラット新生仔小脳プルキンエ初代培養細胞への影響が検討されている。その結果として、デ

カブロモジフェニルエーテルは、トリヨードサイロニン 10nM による樹状突起伸長を阻害した。 
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